
大村市自転車活用推進計画（概要版）

自転車の特性（メリット）

自転車活用推進計画とは

計画の区域 市内全域

計画の期間 2021年度（令和3年度）～2025年度（令和7年度）の５年間

※社会情勢の変化に合わせて柔軟に対応するため、長期的な展望を視野に入れつつ計画を推進
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本市における自転車活用における課題

①自転車を安全に利用するための通行空間整備及び自転車駐輪場の確保

②健康・経済・環境に配慮した市民生活への転換と多様化する自転車利用への対応

③サイクルツーリズムなどを活用した観光振興及び地域の魅力・情報発信の充実

④自転車関連事故及び犯罪の抑制と交通安全教育等の充実

・自転車は、子供からお年寄りまで幅広い世代が手軽で便利に利用することができ

るとても優れた乗り物です。近年では自転車利用は多様化し、余暇やレジャーをはじ

め、観光振興ツールとして、災害時の移動手段としてなど、その利便性が見直される

ともに様々な場面での利活用が期待されています。

・自転車活用推進計画では、市民の健康増進や自転車事故の防止、環境負荷の低減

などの現代社会における新たな課題や問題を解決するため、自転車の活用を総合的

かつ計画的に進めることを目的としています。
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市町別の自転車分担率（通勤・通学目的）大村市の自転車分担率（通勤・通学目的）
特性１ ５km程度の近距離移動に最適 特性２ 健康に良く心身のリフレッシュに最適

特性３ 環境にやさしく経済的 特性４ 観光振興や地域活性化に大きく寄与

自転車の利用状況（通勤・通学）

通勤・通学目的における本市の自転車分担率

は12.0％であり、県内で２番目に自転車利用

の割合が高くなっていますが、全国平均の

15.0％に比べると未だ低い状況です。
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自転車関連事故の推移

長崎県 大村署管内 構成率

自転車関連事故件数は、年々減少傾向にあるものの、県内の警察署別で見ると、過去10年

のうち9年間は本市を管轄区域とする大村警察署管内が１位となっています。また、年齢別に

みると事故発生の約半数を小中高生が占めています。
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自転車関連事故の状況

本市における自転車利用環境の現状と課題

出典：国土交通省

出典：国土交通省

出典：厚生労働省

出典：大村湾ZEKKEIﾗｲﾄﾞ実行委員会

二酸化炭素などの温室効果ガスを排出しない
環境に優しいクリーンな乗り物です。

市街地部における5km程度の近距離移動にお
いては、最も効率的な移動手段です。

軽い負荷の20分の走行で10分間の水泳運
動相当のエネルギーが消費できます。

観光や地域の情報発信ツールとしても活用さ
れ、地域の活性化にも大きく寄与しています。
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安全で快適な自転車による新しい価値を提案できるまち“おおむら”

基本
方針 １

自転車を安全で快適に利用できる都
市環境の整備

施策１ 自転車通行空間の整備促進と自転車利用の促進 評価指標 基準値 目標値

①自転車通行空間の整備
②自転車利用促進に関する広報・啓発

自転車ネットワーク
路線の整備率(％)

３７％
(R2)

７０％
(R7)

市内の主要な施設を効率的かつ効果的に繋げるとともに、
自転車通行空間を整備することで、安全で快適な走行環境
を創出します。

施策２ まちづくりと連携した総合的な取組の実施

③コンパクトなまちづくりに資する自転車施策の推進

④生活道路における安全対策の実施

⑤自転車駐輪場の整備促進と適正管理

⑥放置自転車の抑制

＊自転車ネットワーク路線
の整備率(%) = 整備延長/
総整備延長×100

基本
方針 ２

自転車を活用した市民の新しいライフス
タイルへの転換

施策１ 自転車を活用した健康づくりの推進 評価指標 基準値 目標値

⑦自転車を活用した健康づくりの広報・啓発 自転車で通勤する市職員
の割合（％） ７％

(R2)
１０％
(R7)

自転車利用による公共交通と連携した交通ネットワークを
形成することで市民の新しいライフスタイルへの転換を図
り、健康増進や環境負荷の低減を推進します。

施策２ 自転車通勤への転換
＊自転車で通勤する市職員
数/市職員数×100⑧自転車通勤に関する広報・啓発

基本
方針 ３

サイクルツーリズムの推進による観光振
興と地域の活性化

施策１ サイクルツーリズムの推進と受入環境の充実 評価指標 基準値 目標値(R7)

⑨サイクルツーリズムの推進

⑩官民連携によるサイクリスト受入環境の充実

⑪自転車イベントの開催による観光振興及び地域の活性化

サイクルイベントの
開催数(回／年)

１回
(R1実績)

１回
（R7）

国、県、関係自治体等と連携し、サイクルツーリズムを推
進することで、地域の魅力を発信し、観光振興と地域の活
性化を図ります。

施策２ 公共交通機関と連携した自転車施策の推進 ＊市が開催に関わるまたは
市内を通る広域的なサイク
ルイベントの開催数⑫レンタサイクル事業の推進

基本
方針 ４

自転車を安全に利用するためのまち
づくり

施策１ 自転車など交通安全に関する取組の推進 評価指標 基準値 目標値

⑬交通安全運動の実施と交通指導員の確保

⑭点検整備の啓発と自転車保険への加入促進
自転車関連事故及び
自転車盗難の件数

事故31件
盗難36件
(R1実績)

事故25件
盗難30件
(R7)

自転車を安全に利用するための子供たちへの教育、利用者
のルールやマナー違反、自転車の盗難などの犯罪を減らす
ための取組や広報啓発活動を推進します。

施策２ 学校における交通安全教育及び安全対策の推進
＊大村警察署管内における
自転車関連事故及び自転車
盗難の年間件数

⑮交通安全教室の実施

⑯通学路周辺の交通安全点検及び安全対策の実施

基本目標

※計画を推進するため、国、県、警察などの関係機関や市関係部局と連携を図ります。また、PDCAサイクルに基づき、計画内容の確認、見直しを行いながら計画を推進します。

基本目標を踏まえ、計画を実行していくための基本方針を以下のように定めます。
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自転車ネットワーク路線の整備形態 凡例

観光

高校大学専門

中学校

病院

大村バスターミナル

半径５km

デパート

鉄道駅

公共施設

公園

福祉施設

自衛隊

現行自歩道整備

自転車通行帯（停車帯利用）

車道混在（車道利用）

街路事業中区間
（事業に合わせて整備検討）

現行自歩道利用
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自転車ネットワーク計画（自転車活用推進計画に位置付け）

※関係機関との協議などにより整備形態が変更になる場合があります。

自転車ネットワーク計画とは、市内における安全で快適な自転車通行空間の効果的かつ

効率的な整備を目的として、自転車需要が多い路線をはじめ、鉄道駅や公共施設、商業施

設などの目的地を結ぶ路線や自転車関連事故の多い路線などを抽出し、自転車が安全で快

適に通行できる自転車通行空間を整備する路線とその整備形態を定めるものです。

自転車通行空間整備イメージ

自転車道 一般県道大村外環状線（都市計画道路池田沖田線） ※長崎県事業

自転車専用通行帯 市道杭出津松原線（２車線区間）

車道混在 市道八幡町線（八幡神社 ～ 国道34号）

大村湾南部地域サイクリングルート整備（長崎県サイクルツーリズム推進協議会での取組）

以下の３種類の整備形態で自転車通行空間整備を進めます。

大村湾南部地域サイクリングルート

ルート案内の看板及び路面標示 走行危険箇所の改善

標準断面図

標準断面図 平面図

標準断面図 平面図

整備イメージ写真

整備イメージ写真

整備区間写真

自転車ネットワーク路線については国のガイドラインに基づき、自転車利用者の安全性

を速やかに向上するため、暫定形態での整備を基本とします。また「大村湾南部地域サイ

クリングルート」と重複する区間についても連携を図りながら走行環境整備を進めます。

大村湾南部地域サイクリングルート
スタート拠点（森園公園）

自転車道


